
 町内会の情報は HP でも発信しています。 

若い世代は紙よりネット上で情報を得る機

会が多いことから、令和２年から町内会の

HP を立ち上げています。「役員の方（榊原

さん）が、独学で HP 作成を学び、作成して

くれました。紙のお便りと HP の両方の発信

で、幅広い世代に町内会の活動を知ってもら

いたい」と話す萩谷
は ぎ や

会長。 

今期、紙面での総会となった際にも、議決

書の提出にメールを使えるようにし、住民の

利便性を考えたやりとりも進めています。  
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地域の 

Vol. ６６ 

神奈川区内の地域情報を紹介する 

担い手 連 携 

多世代交流 福 祉 

自治会町内会の毎月の活動やお知らせを伝え

る紙のお便り。わかりやすく伝えるにはと、悩み

を抱える町内会も多い。斎藤分南部町内会では、

そのお便り（ミニだより）をリニューアルし、よりわ

かりやすく、より楽しく伝える工夫をして、少し

ずつ成果が出始めています。 

きっかけは、コロナ禍で町内会の取組を知って

もらう機会が減る中、従来通りの文字だけのお便

りだと、住民の人にちゃんと伝わるのかという不

安が募ったことでした。たまたま交代した新会長

が写真好きなこともあり「写真を載せたらど

う？」ということから、令和元年 7 月から少し

ずつ新しいアイデアを試しながら今の形になっ

ていきました。 

新しく生まれ変わったお便りは、住民同士の会

話のきっかけになったり、初めて町内会の活動に

参加する住民がいたりと、毎月発行するお便り

が、地域住民の新たな力を生み始めています。 

 

▲ 紙面の工夫ポイントは裏面で紹介しています！ 

▲ 「斎南ミニだより」についてお話してくれた町内会役員のみ

なさま。左から榊原さん、村田さん、会長の萩谷さん、藤澤さん。 

（令和 2 年度地域人材マッチング事業 アンケート調査） 



 

工夫した３つのポイント！ 

①写真やイラストを多めに、

文字は短め 

②使う色は原則 3 色 

③流行り言葉やユーモアを入

れる 

 

ミニだよりが貼って

ある掲示板の前に立

っている人が増えて

います。榊原さん 

「ミニだよりに写真が

写ってたね」と住民の

人から声をかけられる

と嬉しいですね。 

村田さん 

「毎月のミニだより

をつづってます」と

言う住民の人もいま

す。藤澤さん 

記事の主役は町内会のみなさ

んだと思ってつくっています。 

斎南ミニだよりを読んだ住民の

人が、大掃除のボランティアと

して新たに 3 人も参加してくれ

ました！ 

今後は、もっと地域の人からの

ご意見を吸い上げ、ミニだより

の記事にして、町内会活動に多

くの人を巻き込みたいですね！ 

         萩谷会長 

 


	地域のわ (No66）表
	地域のわ (No66）裏

